
中学校第２学年指導例 ４

評価・批評を推敲に生かす

１ 指導のねらい
（１）書いた文章を互いに読み合い、評価・批評することができる。
（２）書いた文章を読み返し、文や文章を整えて書くことができる。
（３）文章の内容を正確にとらえ、タイトル（題）として要約することができる。

２ 指導過程

学習活動と発問（ は発問） 指導上の留意点と評価（ は評価）○ ○発 評

（１ 「走れメロス （太宰治）の読後の感想を ・おもしろかった点、印象に残った点を交流） 」
交流し合う。 させる。

評 進んで学習活動に取り組もうとしている（読書記録をもとに、お気に入りの本・作品を ○
か。紹介することを導入としてもよい ）。

（２）資料「高田さんが書いた『走れメロス』 ・資料を配布する。
の紹介文」を声に出して読む。

（３）資料の第一段落について、評価し合う。 ・作品の一部を引用しながら紹介している点
や自分たちの身近なところにも存在する課
題であることを指摘している点などについ
ておさえたい。

評 うまく書かれている点をとらえて紹介文○
を評価しているか。

（４）資料の第二段落について、評価し合う。 ・第二段落の四文目の主・述の関係が不適切
である。文末表現を推敲させたい。
乗り越えるのです → 乗り越えさせるのです

評 ふさわしい文末表現に書き換えられてい○
るか。

・高田さんがこの紹介文で伝えようとしたこ
（５）資料の の部分に、この紹介文 との中心をつかませ、最もふさわしいタイ

にふさわしいタイトル（題）をつける。 トル（題）を選択させたい。
・選択肢として次の四つを示す。答えはエ。

ア よくやったぞ！メロス！

イ 王を信じてはならぬ！メロス！

ウ 友を救い出せ！メロス！

エ 不信に打ち勝て！メロス！

評 紹介文の内容を正確にとらえてタイトル○
（題）を選んでいるか。

（６）それぞれが読んだ作品の「紹介文」を書 ・学習プリントを使って、高田さんの紹介文
く。 を参考に、１２０字～１６０字の紹介文を

書かせる。その際、作品の一部を引用しな
がら紹介するという条件を示す。

評 作品の一部を引用しながら紹介文が書け○
ているか。

（７）できあがった「紹介文」を読み合い、互 評 進んで評価活動に取り組んでいるか。○
いに 評価し合う。

発 高田さんの紹介文の第一段落は、たいへ○
んうまく書かれている。どんな点がうま

いか、発表しよう。

発 高田さんの紹介文の第二段落には、書き○
直した方がよい一文がある。どの一文だ

ろうか。

発 この一文の文末を推敲しよう。どのよう○
に直せばいいだろう。

発 この紹介文の の部分には、この○
紹介文のタイトル（題）が入る。次の四

つのうち、どれが一番ふさわしいか。そ

の理由とともに発表しよう。
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① １２０字以上、１６０字以内で書くこと。条件

② の部分には、紹介文のタイトル（題）を書くこと。

③ 作品の一部を引用しながら紹介すること。
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田
さ
ん
の
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介
文
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て
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ち
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の
部
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て
は

う
ま
く
書
け
て
い
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と
い
う
評
価
を
し
ま
し
た
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の
よ
う
な
評
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に
な
っ
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は
、
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か
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介
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②
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。
ど
の
よ
う
に
書
き
直
せ
ば
よ
い
で
す
か
。

。

。

次
に
続
け
て
、
書
き
直
し
な
さ
い

強
い
気
持
ち
が
、
数
多
く
の
苦
難
を

ロ
ス
に

メ

高
田
さ
ん
の
紹
介
文
に
つ
い
て
、
班
の
人
た
ち
か
ら
「
こ
の
紹
介
文
に
タ
イ
ト
ル
（
題
）
を
つ
け
る
と
い
い
の
で
は
な
い
か

」
と

三

。

ア

エ

最
も
ふ
さ
わ

い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
（
題
）
が
ふ
さ
わ
し
い
で
す
か
。
次
の

～

の
中
か
ら
、

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

し
い
も
の
を
一
つ

よ
く
や
っ
た
ぞ
！
メ
ロ
ス
！

王
を
信
じ
て
は
な
ら
ぬ
！
メ
ロ
ス
！

ア

イ

友
を
救
い
出
せ
！
メ
ロ
ス
！

不
信
に
打
ち
勝
て
！
メ
ロ
ス
！

ウ

エ

①

４



◎
出
題
の
ね
ら
い

・
書
か
れ
た
文
章
を
評
価
・
批
評
し
な
が
ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

・
文
の
構
成
を
確
か
め
、
正
し
く
推
敲
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

、

。

・
文
章
の
内
容
を
正
確
に
と
ら
え

タ
イ
ト
ル
と
し
て
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

【
解
答
例
】

（
例
）

作
品
の
一
部
を
引
用
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
存
在
す
る
課
題
で
あ
る
こ
と
を

一

指
摘
で
き
て
い
る
か
ら

（
四
十
八
字
）

。

＊
「
う
ま
く
書
け
て
い
る
」
と
い
う
評
価
の
理
由
と
し
て
、
①
作
品
の
一
部
を
引
用
し
て
分
か
り
や
す
く
書
け
て
い
る
こ
と
、

②
自
分
の
体
験
と
結
び
つ
け
て
自
分
た
ち
の
身
近
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
、
③
読
み
手
に
問
題
提
起
し

て
考
え
さ
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
複
数
あ
る
い
は
い
ず
れ
か
を
満
た
し
て
五
十
字
以
内
で

説
明
し
て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

（
例
）

（
強
い
気
持
ち
が
、
数
多
く
の
苦
難
を
メ
ロ
ス
に
）
乗
り
越
え
さ
せ
る
の
で
す
。
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